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小金井市立保育園の今後の運営に係る保護者説明会 議事録（質疑応答） 

 

日時：令和３年１０月１６日 午後２時００分～午後４時１９分 

会場：西之台会館 Ａ会議室 

対象：５園全ての保護者 

参加者数：１１人 

 

【質疑応答】 

○三浦保育課長 では、着座のままでご発言は結構でございます。よろしくお願いいたします。皆様、

いかがでしょうか。 

 じゃあ、後ろの女性の方、お願いいたします。 

○参加者    すみません、勉強不足で知らないことが多いんですけれども、そもそも教えていただ

きたいのが、この国からの支援が私立保育園と公立保育園で何でこんなに違うのかとい

うのは、どういう国の方針というか、どのようにしたいことがあって、このようなこと

になっているんですか、そもそも。 

○三浦保育課長 じゃあ、まず、事務方のほうで、いいですか。 

○平岡保育政策担当課長 平岡と申します。よろしくお願いいたします。 

 国のほうで、こういう改革が行われた頃の話なんですけれども、これまで、公のほう

で行っているサービスがとても多かった中で、民間のほうにできることは委ねていこう

という動きが国のほうで起こりました。具体的にちょっと保育園以外に今すぐ浮かぶも

のはないんですけれども、公立であったりとか、市がずっと単独で行ってきたものを民

間さんにお願いしていくものがあったと思います。国のほうだと、ちょっと時期は違う

かもしれませんが、一番分かりやすいのは、郵便の関係が、郵政公社になったりとか、

変わっていったところもあったと思うんですが、保育園の部分についても、民間でもと

もとできる事業ではあったんですけれども、国のほうとしては、民間活力の導入という

ことで、直営で行っていく費用については、国や都のほうからのお金を出すというのを

やめるような方針が出たのがちょうどこの頃ということとなります。 

○西岡市長   ご質問いただきまして、ありがとうございました。若干補足をいたします。 

 全体的な国の当時の流れなどについては、今、担当からお答えがあったところでござ

います。いわゆる公民連携、アウトソーシング、民間活力の導入というのは、小金井市
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のみならず、行政が行う様々な分野でいろいろな検討が行われてきているところでござ

いまして、小金井市におきましても、いろいろな分野で、例えば市民課の窓口も民間企

業の方々に手伝っていただいたり、いろいろな分野で民間活力を導入する流れ、サービ

スの向上という視点はあるものでございます。 

 ちなみに、多摩２６市の公立保育園の状況だけ一応お伝えいたしますと、平成８年の

４月には、全部で保育園が４９２園中２０２園、約４割が市立保育園であったところ、

令和２年、昨年ですね、令和２年の４月には、待機児童解消対策で保育園の数は全体的

に民間を中心に増えまして、８６３園となりましたが、公立保育園の数は、逆に１４６

園、１６％となったところでございます。なお、ご参考までに申し上げますと、公立保

育園がない市が、市立保育園を有していない市が一応４市あるという状況となってござ

います。 

○三浦保育課長 取りあえず、一回よろしいですか。 

○参加者    はい。 

○三浦保育課長 そのほか、皆様、いかがでしょうか。 

 じゃあ、一番前、男性の方、お願いいたします。 

○参加者    どうも、●●●と申します。 

 結局、国がお金を出すというのは、結局のところ税金とか、結局予算付け替えの話で

あって、結局それは国が民間に投資しているという状態なわけであって、今は、事実、

割と小金井って子育て環境については評判がいいと認識はしていて、その認識を持って

いる方も多分多いと思うんですね。 

 それって何によってもたらされたかというと、やはり５０年前から、市として保育に、

公立保育にという形だと思うんですけど、投資されてきた結果が今、回収されているん

だと思うんですね。そういう意味でいくと、今やはり財政的に苦しい状況というのは分

かるんですけれども、結局、小金井市がどこに向かおうとしているのかというのが一番

疑問に思うところで、例えば財政がつらくて、極論なんですけど、保育園もどんどん潰

して、いろんな会社を、大きい会社を呼び込むことによって法人税で市を潤わせようと

いう戦略だってあるわけじゃないですか。そういう路線を示されるんだったら、それは

それで合理的だと思うんですね。 

 一方、子育て環境についてアピールされている、これからもそうあろうとされるので

あれば、それに見合った保育環境への投資というのはあってしかるべしなんじゃないか
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なと思うんですけれども、いかがお考えでしょうか。 

○三浦保育課長 答弁お願いいたします。 

○西岡市長   率直なご意見や疑問などをいただいてありがとうございます。 

 民間活力を導入しながら市民サービスの向上を目指していこうという大きな流れは、

流れとしてございます。そのような状況の中で、小金井市がこれからどこに向かってい

くのかと。私は、現在２期目の市長でありますけれども、小金井市が将来にわたって持

続可能な自治体、まちとしてさらに発展していくためには、総じて住民福祉の増進とい

うものにしっかり力を入れていかなければいけない。少子高齢化への時代に向かってい

く中で、市として住民福祉を向上していくということがとても大切だと思っております。

その中で、とりわけ、子育ち・子育て・教育環境の向上は、これは福祉の向上にもつな

がりますし、まちづくりにもつながりますし、また、さらに、単に予算だけかければい

いということだけではなくて、市民の力や地域の力、まちの総合力を高めて、大切な大

切なお子様、この世に誕生した命をみんなで育んでいくということが大切だと思ってお

ります。その流れが私が目指していく大きな流れです。子育て環境は、これからもさら

に充実しなければいけない。 

 その中に、先ほど来申し上げてまいりましたように、なかなか課題となっていて実現

できなかったものや、もっともっと充実していかなければいけないという保育の多様な

ニーズにさらに応えていかなければいけないという現状がございます。資料の１２ペー

ジに、これから小金井市がどうしても拡充をしていきたいと考えている一例ということ

になりますが、子育て支援の中では、公立保育園の分野と保育全体の分野と、総合して

書いてございますが、この分野は特にこれから拡充をさせていただきたい、そう考えて

おります。私が市長に就任したのは平成２７年なんですけれども、そのときは、児童１

人当たりの、市民１人当たりの経費が三多摩２６市でワーストワンでした。一番低かっ

たです。それで、待機児童率も２５７名という状態でワーストワンでした。その後、私

が特に、まず最初に取り組んだことは、何よりも量の確保です。待機児童を解消すると

いうことがまず喫緊の課題。そして、民間保育園の方々が事業を担っていただく上では、

そこで働く保育士さんをしっかりと確保しなければいけないという課題もございました。 

 そういった課題を克服するためにいろいろな取組を充実してまいりました。しかし、

先ほど申し上げましたように、公立保育園を取り巻く課題というのは人材の確保がなか

なか難しい。民間の方々の処遇がかなり改善してきました。常時、保育園に勤務してい
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ただく方を、公立保育園につきましては、募集して、何とか確保して努力している状況。

また、財政負担につきましても、建て替えにしても運営費にしても、全額が市の負担。

そして、施設の老朽化という課題があります。 

 公立保育園はこれからも存続はいたします。そして、先ほど申し上げました１２ペー

ジのサービスの拡充を行ってまいりますが、総じて、保育の質を、公立も民間も含めて、

質を高めていく。その中心的役割を担うのは、まさに小金井市でございまして、そのた

めに新たな人材も確保してまいりたいと考えておりまして、私といたしましては、この

方向性で臨ませていただきたいと考えています。 

 また、市がどこに向かうのかという観点では、例えば税収を上げるのであれば、法人

を呼び込むとか、企業誘致をしていくという方策もあるのではないかというご指摘もい

ただきました。 

 ご承知のように、小金井市は住宅都市でございます。２６市には様々な税収構造があ

りますが、立川市や武蔵野市とは財政構造が全く違います。法人の数も違います。住民

都市、住宅都市である中にあっても、法人税収が少ないことや、あるいは、まちづくり

の状況によって、固定資産税の収入などが他市に比べて少ないという現状はあります。

そのような中で、駅周辺のまちづくりは進めてまいりました。高度化高層利用をするこ

とによって、税収は高まってきています。例えば武蔵小金井駅の南口で申し上げれば、

２回にわたって再開発を行いまして、昨年、第２地区がやっと完成をいたしました。１

地区、２地区含めますと、何もしなかったときと、実際に再開発を行った後では、副次

的な効果としての試算でありますが、約７億円ぐらいの税収効果はあるだろうというふ

うに試算はしてございました。 

 しかしながら、今後、超高齢化社会なども迎えていく、施設も老朽化していくという

中にあって、市政全体に対応していく私といたしましては、この民生費と呼ばれる住民

福祉は、これからもずっと右肩上がりです。そして、公共施設のうち約６割を占める学

校、小学校、中学校の長寿命化対策や改築という、これはもう絶対に避けては通れない

小金井の小・中学校も相当老朽化してきてますので、子どもたちのために、未来のため

に限られた財源を有効に活用しながら対応していくという、そういう責任を負わなけれ

ばいけません。そういう状況の中にあって、今般、申し上げましたような方針案をまと

めさせていただいたという状況であります。 

 駅周辺のまちづくりは、これからも進めてまいります。これから武蔵小金井駅の北口、
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東小金井駅の北口の区画整理事業など、私は、利便性の高い駅周辺のまちづくりと、小

金井の貴重な自然環境というものをやっぱり調和させながら、住宅都市として発展して

いくまちであってほしいと考えておりますので、そういう方向で臨ませていただきたい。

子育ち・子育て・教育環境の向上は、これからも小金井市がさらにさらに向上させてい

かなければいけない分野だとは十分認識してますし、その決意で市政運営に臨んでまい

りたいと考えております。 

○三浦保育課長 一旦よろしいですか。もう一回ご発言されますか。 

○参加者    質問というより。 

○三浦保育課長 はい。 

○参加者    どうもありがとうございます。 

 やはり住宅都市として、それこそ高層マンションなどがどんどん建っていっている。

そうなると、近隣のというわけじゃないですけど、そうでない地域に比べると、やはり

共働き世帯がどんどん増えていっている。小さい子どもを預けないといけないという状

況において、やはり安心して子どもを預けられる、安心して暮らせる、安心して教育を

任せられるという状態を大いに期待されると思います。住宅都市として、いろいろマン

ションを開発して、受皿を大きくしていく中において、保育の質の担保というのも非常

に大事なところになっていくと思っていて、その中で、今まで公立園が果たしてきたモ

デルというんですかね、その小金井の保育園の保育の在り方とか、教育の目指すべき形

って、どうあるべきかというものの一つのガイドラインというか、モデルケースとして

公立保育園が機能していたと思うんですね。 

 その公立保育園がどうしても、あんまりというか、今と同じような規模を維持できな

いとしても、公立保育園が果たすべき役割ということに関しては重々認識していただい

た上で、今後も活用していただくように、たくさん検討していただきたいと思っていま

す。 

○西岡市長   ありがとうございます。 

 公立保育園への高いご評価をいただいております。誠にありがとうございます。 

 長い歴史の中で、たくさんの卒園児が巣立ち、そこで保育士の皆さんもいろんな経験

を積ませていただいて、子どもたちと一緒に育てていただいたんだと思います。その公

立保育園で培ってきた様々なよい面、これからも残していきたい面というものは、しっ

かり継承してまいります。公立保育園は２園存続するとともに、その公立保育園で培っ
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てきた様々な経験を巡回保育チームというものも新たに設置いたしまして、公立、民間

含めて、小金井市全体の保育の質を高めていくというフェーズに入っているんだと思い

ます。その取組にもっともっと力を入れなければいけないし、スピード感を持って取り

組まなければいけないという認識でございまして、今年の令和３年４月に初めて、今ま

で全く存在しなかった、小金井市の独自の保育計画、保育ビジョン、それから、この質

を高める保育の質のガイドラインというものを専門家も交えて、かなりの期間、１年数

か月、コロナで延びましたので、二十数回もの会議を重ねてまとめ上げていただきまし

た。 

 市長としては、この公立も民間もともに、共通の旗印として、横串が刺さるような、

どの保育も、保育士さんも、保育園も、公立、民間問わず、この中に明記されている目

標や保育の質を高めていくという様々な取組を実践していくことで小金井市全体の、公

立、民間含めて、保育の質を高めていかなければいけないという強い強い認識を持って

ございまして、その方向でぜひ取り組ませていただきたいという考えでございます。 

 ご承知のように、これからももちろん新たに転入してくる方もいらっしゃいます。ま

た、逆にいろいろな事情で転出されていく方もいらっしゃいます。確かに令和２年度は、

小金井市、都内で初めて人口の増加率が１位になりました。しかし、今後の人口動向を

見ますと、令和１３年頃に全体の人口はピークを迎え、そこから緩やかに減少する。年

少人口は、令和７年、８年をピークに緩やかに減少していく。現に、現在、０歳児の人

口も減少傾向に入っているという状況。昨年４月１日に０歳児の保育園、５１人の空き

が生じているという、そんな状況でも１歳児の方々の対策をしなければいけませんので、

来年は４園、新たに認可保育園を開設いたします。これで待機児童については、さらに

減少傾向に入っていくだろうというふうに、責任を果たせるだろうと思っておりますが、

現在もなお、子どもを預けることができず、待機児童の発生してしまっている点は、市

長といたしまして、大変に申し訳なく思っております。今後を見据えたときに、過剰な、

飽和状態の定員数というものは、これはもう園全体にいろいろな影響が及んでしまいま

すので、この量の面での適正化を図っていくということも必要でありますので、将来の

人口動向というものを見据えながら対応していくことが求められているというふうに考

えているところでございます。 

 保育園、公立保育園、それから、小金井市の場合は、小学校に上がりますと、一定の

基準はございますが、学童保育所への希望者全員入所というのを堅持してまいりました。
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これからも学童保育の分野でも、その全入措置というものはしっかり堅持していきたい

と思っています。老朽化を迎える学校についても、子どもたちが、将来にわたって、安

全・安心に学べる環境をつくっていかなければいけないとも考えています。そういった

もろもろの責任を果たしていくためにも、限られた財源の中でどうやって効率的に行っ

ていけるか、こういった点にも市長としては十分意を酌みながら対応させていただきた

いと、全力を尽くしてまいりたいと、このように考えているところでございます。 

 私からは以上です。ご意見いただきましてありがとうございました。 

○三浦保育課長 一旦、次の方でよろしいですか。 

 次、ご発言予定されている方、いかがでしょうか。女性の方、お願いいたします。 

○参加者    すみません、今回の廃園の内容を受けまして、量と質の二つの面でちょっと不安に感

じたことがありまして。まず、量の面なんですけども、２ページ目のところで、先ほど

お話にもあったとおり、１歳児のほうは待機児童がまだあるけれども、０歳児のほうは

５１人空きが出て、なので、今後減っていくだろうから公立保育園を減らしていっても

問題ないんじゃないかみたいなふうに聞こえたんですけれども、１歳児のほうの対象児

童が多いのは、恐らく会社等の産休制度の充実によって、０歳のうちはまだ預けないけ

れども、１歳児になってから預けたいという保護者の方が増えたからだと思うんですね。 

 なので、今後もそういう傾向は続くでしょうから、０歳児の空きが多いからといって、

減らしていっていいという問題にはならないんじゃないかなというふうに感じました。 

 一方、あともう１点、質の面なんですけれども、公立保育園を減らして、民間保育を

増やすというところにおいて、市からも、ホームページの質疑応答の内容を見たところ、

そういう、何で宝のような公立保育園を減らして、民間保育園を残すんだみたいな質問

に対して、民間保育園も国の基準を満たしていますよみたいな回答だったんですが、私

も、子どもを民間の保育園と公立保育園と両方とも預けた経験もあるんですけれども、

私が感じたところだと、公立保育園のほうが私はとってもいいなって感じておりまして。 

 なので、民間保育園が国の基準を満たしていたとしても、やっぱり小金井保育園の公

立保育園の質はとても高いので、それをなくすことによって小金井市全体の保育の質が

下がってしまうんじゃないかなという懸念があります。 

 特に小さい子、０歳とか１歳の子どもたちの保育の質に関しては、命にも関わること

ですので、必ずそこは、安心・安全な保育の質のところを確保していただきたいと思っ

ておりまして。特に公立保育園ですと、保育士の方がベテランの方、多くて、安心でき
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たりですとか、園庭も広いですし、給食も手作りでおいしい給食を出していただいてと

いうところで、基準とか、そういうところではかれないとてもいいところがあるので、

そういうところを、巡回のチームを回してくれるということだったんですけど、それだ

けで果たしてほかの民間保育園が今の公立保育園ほどの質に追いつけるかというか、と

いうところがちょっと疑問なところがありまして、なので、もしそういう財政効果もあ

るというお話もあるんでしたら、民間保育園の質のほうの向上について、もうちょっと

積極的に対応していかないと、質のほうが心配かなというふうに感じました。 

○三浦保育課長 質問的には２点でよろしいですかね。 

○西岡市長   ありがとうございました。 

 １歳児のところの対策が極めて重要というところは、もうまさにご指摘のとおりであ

ります。これまでも１歳児対策にかなり力点を置き、民間の方々にもいろいろなご協力

をいただき、また、公立保育園のほうでも、できることはやりながら、おっしゃるとお

り、１歳、これは産休の取り方、育休の取り方などが、制度が企業側のほうで変わって

きていますので、そういったところは十分理解してございますし、市民の方々からも

様々な声を、この待機児童対策ではいただいたところです。その点については、後ほど、

また担当のほうからも補足で答弁があればお願いします。 

 質の面です。民間保育園のほうの質をもっともっと高めていくこと、公立保育園の優

位性、それから、公立保育園の園庭や給食のこと、子どもたちの安心・安全を守ること、

公立保育園が減ってしまえば、全体の質が下がるのではないか、様々な不安やご懸念の

声をお寄せいただきました。 

 小金井市といたしましては、ご覧になったかと思いますが、この小金井市すこやか保

育ビジョンというところに、どうやって小金井市全体の保育の質を高めていけるのか、

向上していけるのか、維持向上できるのかというところのページがあるんですけれども、

このように明記させていただいております。「保育の質の維持・向上に当たりまして、

各現場で目の前の実際の子どもの姿をもとに、保育実践をより良いものにしていく取組

が日常的・継続的に行われることが重要です。小金井市は、子どもの最善の利益を保障

するために、保育現場の保育者一人ひとりの自らの資質や専門性の向上を図る取組を支

援するとともに、市として次の取組を推進することで、地域全体の保育の質の維持・向

上を図ります。」としてございます。 

 具体的な項目といたしまして、時間の関係で詳細は割愛いたしますが、大きく６点、
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掲げさせていただいております。一つは、保育の質のガイドラインというものを、これ、

しっかり活用していきましょうということです。二つ目が保育者の研修をしっかりやっ

ていこうということです。３点目が、これは民間も含めてですが、各種評価を実施して

いきましょうということ。４点目が保育士の確保に取り組んでいきましょうということ。

５点目が保育分野におけるネットワークづくりに取り組んでいきましょうということ。

６点目が幼稚園、保育園、小学校の連携を推進していきましょうということで、ご指摘

のように、巡回チームを回すだけで保育の質の向上が図れるとは思っておりませんで、

様々なことが複合的に要因となっていかないと難しいと思います。 

 一方で、民間保育園の方々は民間保育園で独自の保育理念を持ち、東京都の児童福祉

審議会の審査を経て、第三者評価委員会や東京都の監査など、もちろん保護者の方々の

チェックを受けながら、毎日のように保育を実施していただいてございます。 

 そういった多様な保育園が存在していますが、私どもとしては、どの保育園でも、ど

のような立場の保育士さんであっても、小金井で保育をする皆様方には、この小金井市

すこやか保育ビジョン、保育の質のガイドラインと今後の保育の施策の方向性というも

のを共有していただけるように、しっかり努力をしてまいりたい。その上で、土台とな

る一つの前提条件となりますのが、この巡回チームの存在であるというふうに考えてい

るところでございます。 

 ご指摘の点は、大変重要な視点であると思っております。まさに命に関わることであ

りますから、大切なお子様、この世に誕生した大切な命が安心・安全な環境の中で育っ

ていく、成長していく、そういう環境を、何としてもこれからもつくってまいりたいと、

そのように考えているところでございます。 

○平岡保育政策担当課長 平岡と申します。よろしくお願いいたします。 

 まず、量の件で市長からもお話しさせていただきましたが、確かに待機児童の最後の

課題は１歳という認識は持っています。今まで運営されている保育園さんではなかなか

難しいんですけれども、新しくできる保育園さんに対しては、１歳からの保育園という

ふうな形でお願いをしている例があります。今年の４月に一つ、来年の４月に二つ、そ

ういった園ができます。 

 ご承知のとおり、０歳から１歳へ進級することになりますので、０歳と１歳の定員数

の差が大きくないと、開設から１年目はいいんですが、２年目以降については、新規の

１歳の受入れ人数というのがとても少なくなってしまう例があります。かといって、今
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まで運営されてきたところで０歳児の定員数を減らすのは簡単ではないもんですから、

そういった形の取組をさせていただくことで、恒常的に１歳の新規の受入れの数を増や

すという取組をここのところでさせていただいているというところがあります。 

 それから、質の件についてでありますけれども、公立と民間を両方経験されて、公立

のほうがというご意見をほかからもいただくところがあるんですけれども、今まで質の

取組については、各園それぞれの取組が中心になっていました。市のほうから、公民両

方でというような取組をほとんど、まだできていない状況がありましたので、そういっ

たアプローチをさせていただく一つの取組としてスタートするのがこの巡回保育支援チ

ームということになりますので、質ですので、少しやっただけですぐに上がるというも

のではないんですけれども、やはりそれぞれの園がそれぞれやるだけではなくて、市と

して全体を上げていくために必要な取組だというふうには思っております。 

 以上です。 

○西岡市長   すみません、１点補足をさせていただきます。保育士の確保のところですね。民間保

育園の皆様、もちろん日々頑張っていただいてます。本当に努力していただいています。

保育を行うのは、皆さんそれぞれがどこに所属しているかによらず、皆さん一人の人間

でありますから、本当に皆さん一生懸命頑張っていただいています。 

 その上で、大事なことは、歴７０年近い保育園もあれば、昨今誕生した保育園もあり

まして、また、保育理念も多様です。園の施設も多様ですが。一貫して申し上げられる

ことは、やっぱり民間保育園の中で働く保育士さんに、せっかく小金井で働いていただ

いた以上は、小金井市に定着をしていただくということがとても大切だと思ってます。

その中で、もちろんベテランの方々、中堅の方、若い方、それぞれが多様に切磋琢磨し

ていく。小金井では、特に国や東京都のキャリアアップにつながるような補助制度を積

極的に活用しておりまして、民間保育園の方々にも多様な取組を行っていただいていま

す。このすこやか保育の中には、このように明記してございまして、「保育の質の維

持・向上において重要となる保育士の確保につきましては、小金井市として、国や東京

都が実施する保育士等処遇改善施策等について最大限活用を図るほか、東京都社会福祉

協議会が行っている様々な保育士支援制度の周知・情報提供を進めます。また、就職フ

ェア等東京都が行うその他保育士確保事業に積極的に参加・協力を行うほか、市におい

ても、いっそうの保育士確保策・離職防止策を検討していく」とさせていただきました。

この取組を着実に進めてまいりたいと考えているところでございます。 
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○三浦保育課長 一旦よろしいですか。 

○参加者    ありがとうございました。 

○三浦保育課長 すみません。 

 正面の女性の方、お願いいたします。 

○参加者    すみません、本日はありがとうございました。 

 市長のお言葉にあった中で、限られた予算の中で選択と集中をするということに、複

数園を廃園するという今回の方針をもって、逆に公立園を存続させたいんだというよう

なお話なのかなというふうに私は受け止めたところがあります。この方針自体を全体的

にいいかどうかという話でいうと、かなり疑問点も含めて、たくさん懸念を持っている

ところはあります。市長がおっしゃっていた幼保小の連携を進めたいとか、切れ目のな

い支援ですとか、教育委員会との連携などについては、ちょっと今ぱっと私が見直し方

針の中では見つけられることができなかったので、何かしらの方針とか、政策の中に、

ご決意を位置づけていただけたらなというふうに思っています。 

 今回、廃園を進めるということで、サービスの拡充をするんだというお話が結構出て

きたかと思うんですけれども、保育ニーズの多様化というような現状分析があって、そ

れに対して、１２ページのほうで、保育サービスの拡充の概要の案というのを１から６

まで出していただいている中で、１番、２番、３番については、割とサービスの拡充と

いうイメージというよりは、人権の面であったり、公平性の観点から必要だと、やらざ

るを得ないというか、やる必要のあるものなのじゃないかなというふうに思っていると

ころがあります。 

 一方で、２ページの中のイの保育ニーズの多様化にあったところの「就労形態の多様

化等に伴い、延長保育や一時保育、休日保育など、多様な保育ニーズへの対応」という

ところについては、今回のサービスの拡充の中には含まれていないように見受けられま

した。これについては、公立と民間とある中で、民間にお願いしたい部分なのかなとい

うようにも感じたんですけれども、そこら辺の位置づけについてどのようにお考えなの

かなというところ、このままでいくということを言っているのか、民間さんにお願いを

していきたい。権限みたいなのは多分ないと、協力のお願いみたいな形なのかなと思う

んですけど、そこら辺は民間にお願いしていきたいというところで、公立と民間と、役

割を分けながら、それぞれ存続をさせて拡充していきたいということなのかななんて思

っているところがあります。なんで、そこら辺の位置づけの認識をお伺いしたいのが１
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点と。 

 それで、その上で、公立と民営化は同じ役割のものではなくて、違う役割のもので、

公民一緒になって小金井の保育の質を、保育サービスを全体的によくしていきたいとい

うお話なのかなと思うんですけど、例えば、今すぐにとは決まってないんですけど、わ

かたけ保育園が廃園になったときに、私の地域だと、別の公立保育園に預けるという選

択肢はないんですね、正直取れないんです、遠いから、取れないんですね。となったら、

民間保育園に預けざるを得なくなると思います。 

 公立も選べる、民間も選べるというのが、選択肢として両方取れるというのがやっぱ

り保護者にとってはいいことで、それが５園から３園になったら、そうじゃない地域と

いうのも出てくると思うんですけれども、そこら辺の地域間格差についてどうお考えな

のか、お伺いしたいです。 

○三浦保育課長 ご質問、３点ですかね。お願いいたします。 

○西岡市長   ありがとうございました。 

 私や担当から連携しながらご答弁させていただきたいと存じます。 

 様々な懸念があるということでございまして、十分理解をいたします。 

 まず、幼保小連携です。これは、教育委員会、特に私の場合は、大熊教育長が日々、

本当に共にいる時間が非常に多く、毎日のように子どもたちのこと、特に昨今、新型コ

ロナウイルスの感染拡大によっていろいろな影響を受けてますから、日夜、連携をして、

協議をしています。その中で、今回の公立保育園の段階的縮小に伴って、最後の年は、

これ５歳児だけとなってしまうこと、これまで行ってきたような異年齢保育、集団保育

ができなくなってしまうという認識があります。この幼保小連携のところは、これまで

も実は小金井市の中では弱い、もっともっとやるべきだ、他市に比べて遅れている、ほ

かの区はこんなことやっている、ほかの市はこんな取組がある、様々なことを聞いてい

ます。接続を円滑にしたり、また、園児にとって、環境が変わる小学校に上がるときに、

やはりある程度、小学校のことに対する慣れといいましょうか、子どもから見てよりよ

い環境の中で入学につなげていく。こういったことが必要だと思ってます。 

 例えば、わかたけ保育園で申し上げれば、前原小学校に通う方、また、四小の方もい

らっしゃると思います。もちろんその他の小学校もあると思いますが、そこには、保育

園の卒園生の児童もいます、１年生、２年生、３年生にもですね。例えばですけども、

そういった、これまでなかったような卒園生、小学校に通っている卒園生との交流であ
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ったり、これまでになかったような新たな取組を、これはもうまさに現場の保育士さん

や保護者の方々のご意見、また、教育委員会とも連携しながら、よりよい方策をつくっ

ていきたいと思っています。 

 これはもう本当に大きな課題だと思っておりまして、幼保小連携の取組をしっかり進

めていく。これは今回の段階的縮小があるから進めていくというよりは、どのような状

況であっても、これ、やらなければいけないことです。まずそう思っています。そのよ

うな状況の中で、特に、くりのみとさくら保育園のほうから、段階的縮小を行ってまい

りますので、近隣の小学校との交流というものを行っていく協議を今、大熊教育長とぜ

ひしたいと。そして、教育委員会のほうも、どのような幼保小連携が望ましいのか、一

緒に考えようというふうに言っていただいておりまして、その取組をしっかり進めてま

いりたい。子どもたちの目線に立って、よりよい幼保小連携を進めていきたいと思って

おります。 

 それから、サービス拡充のところでご質問いただいております。多様な保育ニーズの

拡充という部分が１２ページのところには明記がないのではないか、一時保育などなど

ですね。じゃあ、それのところについては、担当のほうからもご答弁させていただきた

いと存じます。 

○平岡保育政策担当課長 では、私のほうで、残りの部分、補足含めてお答えをさせていただきます。 

 まず、公立と民間の役割分担というようなご意見があったかと思うんですけれども、

市のほうとしては、同じ認可保育園であるという前提が制度上ありますので、基本的に

は、公立だからこういうこと、民間だからこういうことというところまで、はっきり分

けるという考えは、今の時点では持ってはいないです。ただ、小金井市という組織の中

に公立保育園も入っていますので、そういった位置づけで、通常の保育以外の部分も含

めて、役割を果たしていっていただくということはあるかなとは思っています。 

 そういった中で、ちょっと話が逆になってしまうかもしれないんですが、今お話があ

った、今回の表の中に入っていない延長保育のさらなる延長であるとか、休日保育につ

いては、ほかの自治体でも対応している例があるのは聞いています。一般的に延長保育

のさらなる延長については、民間さんで行われている例のほうが多いように記憶してい

ます。一方、休日保育については、やはり利用者の方が極端に少ないという状況もあっ

て、なかなか民間さんでは対応できていないので、公立保育園のほうでやっているよう

な例をよく聞くところであります。 
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 そういったところも、まだまだ多様なニーズの宿題としては残っているというふうに

思っていて、それについては、３園目のわかたけ保育園をどうしていくかというときに、

併せて検討しなければいけないというふうに思っています。 

 実は、ちょっといつだったかというのは今すぐ出てこないんですけれども、民間の保

育園さんで休日保育をテスト的にトライしていただいた時期があったというふうに聞い

ています。結構前だと思うんですが。ただ、やはりほとんどご利用者がなかったので、

スタッフを抱えていく中では難しかったというようなお話も聞いていますので、そうい

った部分について、ニーズも改めてあるかどうかも含めて、考えていかなければいけな

い分野だというふうに思っています。 

 それから、わかたけ保育園のエリアの周りに保育園が少ないお話ですとか、今回話が

出ている、くりのみとさくら保育園がなくなることでの公立の選択肢が取れない地域が

出るのではないかというお話もありました。私たちとしては、現在、保育園をつくって

いくというか、増やしていく考え方の中では、小金井市全体で一つの地域というふうに

決めさせていただいています。その理由としては、駅に向かって通勤をされる方が全体

の中でかなり占めてらっしゃるという点から、あとは、市全体の面積などから、そのよ

うにさせていただいているという状況はありました。 

 そうは言いながらも、確かに保育園を増やしてきた中で、わかたけ保育園さんの周辺

は特に保育園の数がさほど増えていない状況があるものですので、そういった理由もあ

って、わかたけ保育園さんの段階的縮小のタイミングについては、一旦時期を決めない

というような形にさせていただいているというのが現状であります。 

 以上です。 

○三浦保育課長 何か追加で、ほかよろしいですか。 

 では、次のご質問に移ってまいります。次の方、いかがでしょうか。 

 ２列目の男性の方、お願いいたします。 

○参加者    本日はありがとうございます。 

 認可保育園を今年度もまた増設しますという中で、その中で廃園は公立保育園を廃園

していきますというところがちょっと分からないところがありまして。先ほど、児童生

徒の幼児のピークというところが令和７年という話でしたけど、そこに向けてまだニー

ズはあるというところだと思いますが、その中で、何でこちらは廃園しなきゃいけない

のかというところは、それはピークを超えた後に、ピークを超えてもやっぱり緩やかな
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減少だと思うんですけど、今なぜ廃園しなきゃならないというところが正直、納得いか

なくて、この廃園の時期、今は必要ですかというところはすごい疑問に思います。 

 その廃園の理由の一つになっています老朽化につきましても、５０年という節目の年

数を出していますけど、果たして５０年というところは、じゃあ、もう早急にでも駄目

かというと、１０年、２０年でもう使えないかというと、そうではないと私は思ってい

まして、じゃあ、その５０年というくくりの中で、老朽化を理由に廃園を進めるという、

その理由は適正なのかというところも疑問に思いました。 

 本市の保育園について、サービスは同じというお話もありましたが、一番、私の中で

大きいと思っているのは、公立保育園はどこも大きな園庭がございまして、この園庭が

あるとないというのは、すごい大きい違いだと思っています。ちょっとした晴れ間にで

もすぐに外に出たり、子どもたちが遊べることができますし、あとは、園庭のほかにも、

プールもありますので、そういう遊びもやっていると。 

 なお、新しくできた保育園に関しては、園庭もなかったり、プールもなかったりと、

かなり遊びの幅が違ってますので、単純に基準を満たしているから、サービスとしては

同じかもしれないけど、質が同じということでは決してないとは思っております。 

 そういうところで、あとは、公立保育園の今利用者の評価もすごい、保護者の評価も

高い中で、何で廃園を進めなくてはいけないのか、全体としては、小金井市で廃園を進

めなきゃいけなくて、一方、私立保育園を増やしてニーズを拡充するというのは、やっ

ぱりちょっと腑に落ちないところがありますので、それを今やるべきかというところも

踏まえて、ここはきちっと説明していただければと思っております。 

○三浦保育課長 答弁のほう、お願いします。 

○平岡保育政策担当課長 まず、人口と開設の部分のお話があったかなと思っています。ここのところ

については、正直に申し上げますと、保育園の開設、新しいところをつくるには１年以

上前から準備が必要となっていますので、今回のこの人口が減っているという統計的な

新しいものが出る前の、人口が微増していく、その人口の微増に基づいた形で、保育園

の整備を進める計画を持っていましたので、その結果、来年４園つくるということで動

いていました。その後、今年の５月に、ここ最近の統計なども踏まえた小金井市全体の

基本になる人口の新しい推計が出まして、それによって、おっしゃるとおり、令和７年

で年少人口がピークになるという状況になっています。 

 これに伴って、保育園の今後の整備についても見直していくという考え方を持ってい
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るんですが、実はこの令和７年の年少人口というののピークの部分を実は細分化します

と、未就学児の人口の減少については、既にもう予測として始まっている状況になって

います。それが年少人口ということで、人口が０歳から少なくなっている割合が増えて

いくことによって、年少人口が７年がピークになるというような試算になっているとい

う実は内訳でありまして。 

 そういったことも考えますと、時期としては、市としては今後増える見込みがあるの

で、待機児童もいらっしゃいますし、保育園を増やしてきたんですけれども、ここのと

ころで人口の予測が大きく変わったということと、実際に保育園にも空きが出ていると

いうところから、そういうような形に今回はなっているということなので。具体的に言

いますと、公立２園を廃園する前提で民間を増やしているということではなくて、必要

だと思って民間保育園を増やしてきたんですが、量については、ある程度めどが立って

きた状況がここに来て出てきたというのがまず一つあります。 

 それから、老朽化の５０年という目安なんですが、私どもとしては、実は６０年とい

うのを一つの目安として考えています。一般的に建物様々考え方あるんですが、６０年

が老朽化としての一つの節目というのはあるかなと思ってまして、それについて、段階

的に縮小していく期間を十分に持つということになると、やはり今からさせていただか

ないと築年数６０年をかなり超えていくところにいくかなというふうに思っています。 

 ただ、一方で、わかたけ保育園については、先ほど申し上げた事情も含めながら、状

況を見ていくというようなところはお話をさせていただいたところですので、６０年に

なる前に、もしくは６０年をある程度のめどとしてというのがこの５０年を超えてとい

うのの理由となっております。 

 最後の園庭や、基準のところですが、確かにおっしゃるとおり、園庭があったり、プ

ールがあったりというのは、私たちとしても、それはいいことであるというふうに思っ

ています。ただ、一方で、やはり駅の近くの保育園を利用されたいというニーズもかな

りある状況でありまして、それについては、倍率などでも状況として出てきているとい

うところがあります。 

 また、保護者の方もあくまでも選択の範囲だと思いますけれども、プールを持ってい

ない民間保育園の中には、プールがあるところに、プール教室などで大きくなったらそ

ちらを利用するような取組を行っている保育園もあります。どれがいいかというのは、

市として決め切れないところはありますけれども、そういった様々な選択肢の中でご利
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用いただいているものというふうに思っております。 

 私からは以上です。 

○西岡市長   率直な思いをお聞かせいただきまして、ありがとうございました。 

 若干説明や答弁と重複してしまう部分もあるかもしれませんが、私からもお伝えした

いと思います。 

 私にとりましても、今回の決断は、本当に苦しい決断です。しかし、今、公立保育園

の置かれている現状、人材確保が非常に困難、財政運営においても、民間保育園は様々

な支援が国からありますけれども、この右肩上がりの民生費、いろいろな需要、ニーズ

に応えていきたい。そういう状況の中にあっても、公立保育園は、施設においても、運

営においても全額市が負担していかなければいけないという状況。また、施設の老朽化

という三つの課題が今私たちの公立保育園の周りには当然ずっと長い間ありました。そ

して、社会的には保育の質の向上を行っていくというニーズ、また、量的な部分につい

ては、かなり改善が図られつつあるというところ。そして、さらに、１２ページにござ

いますような、市としてどうしてもサービスを拡充していきたいというところ。こうい

ったことを果たしていくためにも、今般の段階的縮小から廃園へということを方針案と

してまとめさせていただいたところでございます。 

 私としては、保育園を選ぶ基準は三者三様、市民の方でありまして、多様な選択肢が

あることが大切だと思っています。あくまでも立地条件、駅前というのを希望する方も

いらっしゃいますし、たとえ駅から遠くても、保育の環境というものを重視する人もい

ますし、民間の保育理念、この保育理念がとてもよいと判断される方もいらっしゃいま

すし、実に多様な基準で市民の方々は、そのご家庭に、また、その子どもに何が一番ふ

さわしいのかというところを考えて、今ある保育の資源の中から選ばれていらっしゃる

ことと存じます。 

 園庭のあることの優位性は十分理解できるところです。しかし、駅前保育を希望する

方が非常に多い中、どうしても駅前に園庭のある広い保育園を整備することが東京の小

金井市では、なかなか困難という状況の中にあっても、各保育園はいろんな工夫、創意

工夫をしながら、本当、お散歩カーで子どもたちが今、私も小金井で育ったんですけれ

ども、昔の光景とは一変しました。平日の午前中などは、たくさんの子どもたちがいろ

んなところにお散歩カーでお出かけしたり、保育園の先生たちが手を引っ張って、みん

なで手をつないで公園に行ったり、野川公園、武蔵野公園、小金井公園、梶野公園、栗
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山公園、様々な公園を保育の一環として有効に活用していただいています。もちろん市

としては、市の資源は最大限に活用していただいて、子どもたちによりよい環境をつく

っていきたいと、もちろん思っています。そういう状況の中にあって、今申し上げたよ

うな観点から、本日、ご説明をさせていただいてございます方針案というものをご提示

させていただいたところでございます。 

 お答えは以上です。 

○三浦保育課長 いかがでしょう、もう一回いきますか、一回いいですか。 

○参加者    コメントという形でいいですか。 

○三浦保育課長 はい、追加でもう１問。 

○参加者    ご説明ありがとうございます。 

 多様なニーズということは私も理解しておりまして、駅前を希望される方もいれば、

私のように、自然豊かなところでやってほしいという方もいらっしゃいまして、わかた

け保育園に関して言えば、皆さん、裏に野川がありますと。そして園庭がありますとい

うところを、皆さん、それがありがたいといった方が大半だと思っております。 

 ですので、多様な選択肢ということを残すのであれば、わかたけになってしまうんで

すけど、わかたけ保育園は、あの場所に保育園は存続させるべきだとは思います。けれ

ども、跡地利用は決まっておらずということでしたが、それに関しては、保育園がそこ

にあるということはニーズとしては高いと思っております。 

○三浦保育課長 ありがとうございました。 

 では、次にご発言される方、どうぞ。２列目の女性の方。 

○参加者    本日はどうもありがとうございました。 

 先ほどの説明で、保育業務の財政負担の増加が見込まれたり、財源確保が難しいとい

う中で、公立５園のうちの３園の廃園を決定されたというお話でした。その根拠として

幾つか上げられている中で、老朽化の施設の建て替えが４．５億円ほど、１園でかかる

とか、あと、運営費が私立よりもかなり高いとかということを示されているんですが、

私とか、ほかの方もそうかもしれませんが、こうして費用負担が民間より高かったとし

ても、それ以上の価値が公立保育園にはあるというふうに考えています。 

 ですので、財源確保が難しいという状況は分かるんですけれども、何とか公立保育園

を残した上で、ほかのところで財源を確保する方法というのをどの程度検討されたのか。

何でその案は却下されたのかというところがちょっと見えないなというふうに思ったの
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が１点です。 

 私も民間保育園で３年預けて、わかたけに預けたという経験があるんですけど、民間

の保育園ももちろん保育士さんすごい頑張っていいんですけれども、職員のスキルとい

うか、勤務環境がとてもよいので、職員に余裕があって、やっぱり職員のスキルが全然

違うなという印象がある。 

 もう１点は、民間に預けてたときでも、家の近くにわかたけがあることで、土曜日の

園庭開放が利用できてすごくよかったので、やっぱり地域に一つ、公立保育園を拠点と

してあるというのは、すごく民間を利用している保護者にとっても意味があるというふ

うに思っています。 

 これが１点目で、もう１点目が、先ほど西岡市長のほうで、今回の決断が非常に苦し

い決断だったというふうにおっしゃったんですが、これはもう決まったことなのか、そ

れとも、今、我々が公立保育園はすごい大事ですということを言っていますけども、こ

ういう声を聞いて、修正していただける余地があるのかどうかというところが２点目で

す。 

 以上です。 

○三浦保育課長 答弁よろしいですか。 

○西岡市長   ご質問、ご意見をいただきましてありがとうございました。 

 まず、保育園の分野、保育の分野で、公立を存続するために、ほかの分野で、ほかの

方法で財源を確保するなど、そういった取組は検討できなかったのか、また、それはな

ぜ、あるとすれば、却下されてしまったのかというような考えでございます。今ある小

金井市の様々な保育の施策の中で、この間ずっと児童福祉費というものは毎年毎年、右

肩上がりになってきまして、平成２６年、２７年度と、ずっと児童福祉費という子育て、

保育に関係する予算、これ１人当たりの予算は、私が市長に就任したときはワーストワ

ンでした。多摩で一番低かったです。待機児童数も２５７名でワーストワンでした。そ

のワーストワンの状況を何とか改善していくために、いろいろな切り盛りをしながら、

また、行財政改革を行った、その成果というものを子育ての分野に振り向けていけるよ

うに、いろいろなことを努力してきたのは事実です。もちろん決してまだ胸を張れる状

況じゃありません。もちろん予算額が高ければ環境がいいかということでも決してあり

ません。これは、まちの総合力だと思ってます。ただ、一つの指標としては、そういう

状況であります。 
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 保育の分野、子育ての分野なので、正直申し上げまして、何か施策を止めたり、ある

いはカットしたりというのは、非常に難しい分野です。もう正直申し上げまして、どれ

もが必要で、どれもがなさねばならないこと。今もまだまだできてないこと、やりたい

こと、やらなければいけないこと、ご要望、保護者の皆様方からの満足度を高めていく

ために至らない点というのが多々ありますので、これからますます財源は必要になって

くる分野だと。 

 特に、教育環境の分野などは、これから学校の施設、これは公共施設の全体の６割を

占めておりますが、こちらもかなり老朽化が進んでおりまして、長寿命化対策や改築や、

これは、公立小・中学校１４校ありますけれども、こちらもこれから将来を見通せば、

非常に重要な分野になってまいりますし、一定のかなりの財源が必要となる分野であり

ます。 

 ただ、私の市長就任中には、大変これも心苦しい決断でありましたけれども、多摩地

域でも保育料というものが、かなり低い段階で設定され、２０年ぐらいずっと保育料の

改定というものを行っていなかったという現状がありましたので、保育料については見

直しをさせていただきました。しかし、その後、子ども・子育て支援新制度や保育の無

償化というものが入ってきましたので、そういった分野については、またさらに社会的

に変化をしているという状況でありますが、事実としてはそういったことは行いました。 

 また、認可と認可外の保育でも保育料の格差がありまして、いわゆる認可外の方々の

保育料が非常に高い設定になっているということがありましたので、認可であっても、

認可外であっても、平準化されるように、認可外保育園、主に認証保育園に通われてる

皆様方の助成をするという新たな制度も導入はさせていただいたところでありまして、

多面にわたって、この子育ての分野というものは、非常にニーズがどんどんどんどん高

まっていくという分野だなということを改めて認識しているところでございます。 

 今回お示ししているのは、私どもは保育の総合的な見直しに係る方針案ということで

お示しをさせていただきまして、説明会に臨ませていただいております。まず、保護者

向け説明会６回開催しておりまして、今日が６回目。また、１０月の下旬には市民向け

の説明会も２回行いまして、合計８回行わせていただきます。 

 また、これまでの要望の中でも、さらにこのような機会をつくってほしいという意見

もありますので、私としては、ただ１回だけやっておしまいという考えはありませんの

で、いただいたご意見をしっかり持ち帰り、改善できるところは改善、反映できるとこ



 -21- 

ろはしっかり反映して、引き続き臨ませていただきたいというふうに考えております。 

 この段階的保育の縮小や、また、廃園というものに関しては、市議会の議決というも

のが必要になってくるという、これは欠かすことのできない手続というものがあるとい

うことはお伝えをさせていただきたいと存じます。私だけで決められるものではない。

しかし、市長としてはこの方針案でいきたいということを決断させていただいたという

ことを申し上げさせていただきました。 

○平岡保育政策担当課長 では、若干補足をさせていただきます。 

 これまで公立を残すための努力というところで、実はほかの会でも、もう少し強めな

ご質問もあったんですけれども、そのときには、ここまできちんとお答えはできなかっ

たんですが、実は小金井市自体が市政を運営していく上で、かなり窮地に陥った時代が

ありまして、ちょっと時期は今すぐ出てこないんですが、職員の退職金が払えないかも

しれないというぐらいの時期がありました。そのときに、一番問題になっていたのは、

一人一人がどうというわけではなくて、職員の数がとても多い。人件費率が高いという

ところがとても問題になっていました。そのために、それが一番の問題だったところで

スタートしたのが平成９年の最初の行財政改革というもので、改革をしないと、しなけ

ればいけないことが、まずできないというところもあってのスタートになっていました。

それに基づいて、市のほうで直接やっていた、職員がいて直接やっていたものを委託し

たり、民間さんにお願いしたり、様々な分野で改革を行ってきたという状況があります。 

 その結果の評価もご意見は様々なんですけれども、そういう歴史があった中で、公立

保育園、保育園の業務については、それについては今まで一切、手をつけてこなかった

という状況があります。一部、職員の中で用務さんとか、以前、正規職員がいたんです

けれども、非正規の方に替えたりとかというのはあったと思うんですが、ここまで大き

な改革というのは、例えば学童の委託であったり、学校の給食の委託であったり、清掃

業務の収集の委託であったり、そういうようなところまで踏み込んでいる例は、保育園

についてはまだ行われていないという状況ですので、お金に色はついていないんですが、

今、市長がお話ししたとおり、児童福祉費がずっと増えてきているというのは、当然、

全体の中でのことになるんですけれども、ほかで改革をしてきた中から回ってきている

お金も一部入っている可能性はあると思っています。 

 ただ、そこまでやっても、今後も必要となってくる新たなニーズであるとか、残念な

がら、ちょっと私が言う話かどうか分からないんですが、高齢者の方の施策については、
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対象者の数が今後減るという予測は到底あり得ませんので、そういった市全体のことを

考えていくと、この公立保育園のことについても考えなければいけないという状況にな

ったというのは事実であります。 

 そういった中で、公立保育園を全部なくしてしまってる市もあるんですが、小金井市

は、少しでも残したいと。あとは、残すに当たっては、建物だけではなくて、確保が難

しい経験ある職員についても残ってもらって、新しい取組をやってもらいたい、その二

つのところがこのサービスの拡充のところにつながっているという考え方になっていま

す。 

 私たちの方針案の考え方をご説明させていただいているので、ご理解をいただくかど

うかというのは、今後だと思っておりますが、そういうような歴史的な経過もあっての

今があるということだけ、ご答弁させていただきます。 

○三浦保育課長 一旦よろしいですか。 

 ごめんなさい、あと予定時刻まで１５分ぐらいですが、皆様方、ご発言いかがでしょ

うか。 

 じゃあ、一番後ろの女性の方。男性の方、少しお待ちください。すみません。 

○参加者    ●●●と申します。今日はありがとうございました。 

 本当にもうこれ、私の率直な気持ちになってしまうんですが、私の子ども自身、３人

とも公立保育園に０歳からお世話になってますので、本当に３人とも小金井の公立保育

園と一緒に子育てをさせてもらったというような気持ちですので、今回の廃園に関して

は、すごく本当に残念だなと、悲しいなという気持ちが本当に率直な気持ちです。 

 今後３園を廃園にするということで、いろいろ資料も出していただいて、今回お話も

聞かせていただいて、廃園にするメリットというのがどうしても私の中では財政面だけ

のことのメリットしか、自分の中で見つけられなくて、未来ある子どもたちのために、

財源をそこから削るというのは、やっぱりもう一度考え直していただけないかなという

のが本当に率直な気持ちです。 

 ちょっと一つ質問というか、聞いてみたいなということなんですが、現場で働く先生

方というのは、どういう意見が出てるのかなというのが気になってまして。例えばこの

段階的に縮小していくことに対して、子どもに対してこういう保育で不安があるよとか、

特に残り２園に集約することによってこういうメリットがあるんじゃないかとか、そう

いうのって、現場で働く人と保護者、やっぱりちょっと考えが違う部分もあるのかなと
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か思ったりして、そういった意見というか、お話というのは何か出ているんでしょうか。 

 以上です。 

○平岡保育政策担当課長 現場からの声というところです。現場からの声という部分でいきますと、い

わゆる職員団体といいますか、労働組合さんとのお話合いなどで直接現場の声を聞かせ

ていただくということはあります。そういった中では、やはり様々な声をいただいてい

るというところはあるかなというふうに思っています。 

 具体的にこれを進めていく上での心配事については、今後、細かくお話をしながら進

めていかなければいけないなというふうに思っています。ですので、これ自体について、

同じ組織の中の職員ですので、いい、悪いというような、そういうような意見交換はな

かなかしにくいところではあるんですけれども、やはり現場として、お子さんが一番大

事ですので、そのお子さんがなるべく困らないような方法というのは、今後も現場と意

見交換しながら、進んでいくことになればですけれども、お話を進めていければという

ふうに思っています。具体的にこのお子さんの今後どうしようとか、そういうようなと

ころまでお話をしているわけではないんですが、今回、市のほうで出させていただいた

案が、当然、不足する部分があれば、やはり現場の声も十分聞きながら、よりよい方向

にしていきたいとは思っております。 

○三浦保育課長 一回、いいですか。よろしいですか。ありがとうございます。 

 では、中央の男性の方。 

○参加者    すみません、ありがとうございます。 

 私の子どもも公立の保育園に通わせていただいていて、非常にいい環境を用意してい

ただいているなというふうなことを日々感じております。その中で、今後、今お話しい

ただいていた中で、保育のニーズの多様化であったりとか、財政面であったりとか、い

ろいろあると思うんですけれども、今回、三つの園、その中でちょっとわかたけだけま

だ未定な部分が多いというところで、将来のところで気になっているところがありまし

て、例えば保育園を民営化どんどんしていくというところで、市によっては全部、全て

の園が民営化されているというところもあるということなんですけれども、そうなると、

例えば保育園の質になるんですかね、そういったコントロールというのは、どれぐらい

可能なのかというところが非常に心配だなと思っています。例えば一つの園にとっても、

例えば職員の方が退職してしまったりとか、また、園の設置の場所ですね。それによっ

て、人気、不人気というところも出てくるんじゃないかなと思います。もちろん私立で、
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株式会社になれば、利益の出ないところでの保育園開設というのはやらないのかなとい

うふうに考えると、例えば駅前にばっかり集中してしまったりとかいうようなことも考

えられるんじゃないかなと思っております。 

 特にわかたけの場所というのは、ちょっと外れていて、ここしかないんじゃないかな

というぐらいのピンポイントにあるような園ですので、この辺りの方は非常にありがた

いところに設置しているんじゃないかなというところで、先ほど小金井市全体で一つの

エリアとして見ていくというところでありましたけれども、とはいえ、今この場所から

小金井市の駅越えて、反対側に行くというのも変な話になるのかなと思うので、そうい

ったある程度、ニーズの多様性というところからも各地にある程度散らばった保育の質

というのも大事になってくるんじゃないかなと思っていますが、その辺りはどうなのか

なということと、先ほどあったように、私立、株式会社というところで、もしこちらの、

例えば市の意図と違って、撤退が相次ぐというようなことがあった場合、保育の担保と

してどのようなことをお考えなのか、ちょっと教えていただければと思います。よろし

くお願いします。 

○平岡保育政策担当課長 大きくは地域バランス、それと、あと、民間さんの撤退のリスクなどのお話

もあったと思います。最初に、市長からも申し上げさせていただいたとおり、小金井市

は、公立保育園を全てなくそうという考え方は持っていません。そういった部分とは同

じというわけではないんですが、公立保育園が質のコントロールを民間さんに対して行

うというようなところまでは上下関係というか、そういうような関係性はないというふ

うに思っています。 

 ただ、そうはいいながらも、やはり行政機関として、どのように一緒に質を上げてい

くかという視点では、園だけではなくて、保育課も含めて、民間と一緒になって質を上

げていく取組は、先ほど市長から幾つか申し上げたような取組で上げていかなければい

けないというふうに思っています。 

 ただ、質自体というのは簡単に上がるものではないと思っていますので、少しずつで

も、できるところから積み重ねていく必要があるというふうに思っていますので、そう

いった面からいいますと、やはり私たち行政職だけではなくて、現場で経験を積んだ保

育士という職員も必要になってくると思っております。 

 それから、地域の偏在というお話でしたけれども、この地域は別に意図的にというわ

けではないんですが、なかなか土地の確保の関係もあったのか、今まで開設を進めた時
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期には、ご相談自体もあまり来なかった状況はありました。そういった中で、例えば線

路の北側ですね、小金井公園の近くに民間さんで気持ちがあって、その地域が気に入っ

て、保育園を二つほど今運営している保育園もあります。ただ、そちらについて、やは

り倍率などを拝見すると、駐車場があっても、なかなか倍率が高いとは言えない状況も

あったりしてますので、市としても、そこが、整備を進めていく上でとても悩ましいと

いいますか、そういう部分はありますが、民間さんでもいろいろな考え方があって、駅

の近くを選ばない民間保育園さんもありますので、そういった部分はあるかなと思って

います。 

 それから、撤退のリスクの部分についてですけれども、ほかでもご心配の声をいただ

くんですが、東京都にもここのところで話をしたことがあるんですが、いわゆる東京都

が認可する認可保育園についての急な撤退というような話は、ここのところで出た例は

ないというふうに聞いています。 

 新聞報道などでよく話が出ているところは、いわゆる認可外と言われる個人契約で行

っている保育園さんの例などは聞くんですけれども、認可については、基本的にはない

という状況もありますし、いかに株式会社さん、利益がというところはあると思うんで

すけれども、基本的には、国のほうで保障された運営費の基準がありますので、それに

加えて、市のほうでの運営費の補助なども使いながら運営をいただいているということ

からも、基本的に突然撤退するというようなお話ではなくて、仮にそういうお話があっ

たとしても、計画的にご相談が来て、それについて、市からもご意見は当然言わせてい

ただく機会はあるかなと思っていますが、ご心配されているような、突然のようなお話

というのはちょっと想定されにくいとは思っております。 

 以上です。 

○三浦保育課長 一回、よろしいですか。 

 あと５分ぐらいお時間あるんですけれども、皆様、いかがでしょうか。 

 １回目に、まだ、一回も発言されてない方でご発言される方、いかがでしょうか。 

○参加者    ご説明ありがとうございました。 

 先ほど出た質問とちょっと重複してしまうんですけども、こちらの総合的な見直しの

方針案は、保護者に理解を求めて進めていくのか、それとも、理解を求めつつも、明示

的な理解というものを求めず、市議会のほうに出していくのか、こちら、どちらになり

ますでしょうか。 
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○西岡市長   ご質問ありがとうございます。 

 私といたしましては、保護者の皆様方の理解を求められるように、これからも努力を

し続けてまいります。そして、説明を尽くしてまいりたいというふうに考えております。 

 したがいまして、今般、実に様々なご質問やご意見、ご要望をいただいておりまして、

その中で、私どもとして、改善できる点、追加できる点などなど、しっかり反映できる

ところについては、最大限努力をして、引き続き臨ませていただきたいと思います。市

長といたしましては、皆様方の説明や、こういった意見交換の場、対話の場というもの

を大切にしながら、説明を尽くしてまいりたいというふうに考えております。 

 そして、市議会も、これはご議決が必要になる、条例改正ということになりますから、

市民や市議会の皆様方への説明にも、これから一生懸命尽くしてまいりたいと考えてい

るところでございます。以上です。 

○三浦保育課長 よろしいですか。 

○参加者    はい。 

○三浦保育課長 じゃあ、１巡目の方はよろしいですかね。では、２巡目の方に回っていきます。 

 女性の方、お願いできますか。 

○参加者    すみません、１２ページの特別支援保育の拡大とアレルギー対応のところについてな

んですけれども、公立保育園が少なくなることによっての不安の一つでもあって、やっ

ぱり園自体が少なくなることによって、ここら辺、残された園で拡充するとしても、公

立保育園で対応できるこういう特別な対応をしているところの児童数が減ってしまうん

ではないかなという懸念があって、実際こういうところって民間保育園さんがなかなか

対応できてないところが多いのかな。実際、私の知人で民間保育園で表向きアレルギー

対応しているというふうになっているところも、実際入園しようとしたら、アレルギー

対応が難しくて入園拒否されたというような事例を聞いたことがありまして、そういう

ことが民間保育園であったりすると不安だなというふうに感じまして、なので、ちょっ

とここら辺のところについて伺えると。 

○三浦保育課長 特別支援保育の関係について。 

○平岡保育政策担当課長 ほかの会でも、やはりご心配な声というのをいただくことは確かにありまし

た。この特別支援保育の部分ですけれども、公立保育園自体にも、ここに書かせていた

だいているように、ずっと昔からの宿題がありまして、３歳以上という受入れ枠という

のが一つ宿題になっていました。これについては、今回のこのタイミングで職員を確保
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することで撤廃をしようというふうに考えております。 

 公立保育園で預かっているお子さんに対して、民間保育園のほうでなかなか特別支援

保育というか、特別な配慮が必要なお子さんの受入れが難しいというようなご質問の部

分でございますけれども、民間保育園さんについても、預かっている例というのは確か

にあります。今年の３月のデータですけれども、１８園で３７人という受入れ実績があ

ります。 

 ただ、個別具体なお話もいただいているところがあるかなと思っていまして、やはり

公立もそうなんですが、民間さんについても、様々なお子さんの受入れについては、私

たちも、この公立保育園の数がどうなるかは別として、働きかけはさらに行っていかな

ければいけないというふうに思っています。ただ、園のほうで担当する職員の方の確保

ができるかどうかですとか、クラスの中で、そういうお子さんを見ていけるかどうかな

ど、職員体制の部分も関係してくる場合があるものですので、市のほうも確実に受けて

いただくかどうかというところまでは難しいんですが、今よりも受入れについては、ご

協力をいただくように働きかけを行っていきたいというふうには思っております。 

 以上です。 

○三浦保育課長 男性の方、お願いいたします。 

○参加者    公立保育園を廃園にしまして、その財源をもって、新しい多様なサービスを拡充して

いくというお話の中でありまして、公私連携というところをすごいお話しされていまし

たけど、この公私連携に関しましては、廃園をしてしまって、公立保育園が減ってしま

う、例えば２園になってしまった中で、じゃあ、私立保育園は幾つあるかって、５０以

上ありますと。そのバランスというのは果たして適正なんでしょうかというのがすごい

非常に疑問に思っております。公立保育園ならではの役割があるというのは、保育検討

の場でもありましたし、役割はありますと。 

 では、どうしてそれが２園でできるのかというところは、正直、示されていないと私

は思っていますし、現在、私のほうも納得できていないというところですね。ここにつ

いては、きちんと検討されているかもしれないんですけど、検討されているんであれば、

そこはきちんと示していただきたい。されてないんだったら、改めてそこは深く検討し

て、本当に２園ということが適正なのか、５園あってしかるべきじゃないかというとこ

ろにもしかしたらたどり着く可能性もありますので、そこはきちんと示していただきた

い、説明もいただきたいと思っております。 
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 という点と、あと、公立保育園の廃園に関しても撤回を求める署名というのがされま

したと。その中で、陳情書でしたり、要望書というのは、６，０００以上の陳情書と、

４，０００以上の要望書という形で市に提出されておりますけど、これは、なぜこの市

民の意見を聞いていただけないのかなというところについて、ご意見を伺いたいと思い

ます。 

 以上となります。 

○平岡保育政策担当課長 では、まず、公立保育園の適正な数というところでございます。これについ

てなんですけれども、まず、今５園ある、この数自体、何か理由があって５園になって

いないというのは、ご存じの方もいらっしゃるかもしれないんですが、昭和５０年に５

番目のけやき保育園ができたんですが、特に５園、こういう理由で５園だというような

形のものは、申し訳ないですが、ちょっと行政のほうでは、資料が古かったこともあっ

て、理由は見つけられなかったという状況がありまして、それ以降、公立保育園は増え

ていないという実態があります。確かにおっしゃるとおり、他市の事例では、例えば公

立保育園を拠点のような位置づけにして、公立保育園を中心とした民間さんとのネット

ワークみたいな考え方を示されている市もあるかなというふうに思っているんですが、

私たちとしては、園を拠点として中心に展開するという形ではなくて、そこに行政の保

育課のほうも入って、全体でネットワークというか、そういう形の仕組みづくりをして

いこうということで考えたのが巡回支援チームということになります。 

 公立保育園自体にも、そういった支援、協力をしてもらうために職員を増強するんで

すけれども、やはり先ほども申し上げたとおり、なかなかそういった職員を増やしてい

くというのが、自治体の職員を増やすというのがなかなか難しい中で、経験がある職員

を確保しつつ、園を維持していくというのがなかなか厳しい状況があります。ですので、

実は、民営化のときにも内部で検討していたときに、このサービス拡充を行っていくた

めに職員を生み出すとすると、公立保育園にいる経験ある職員をどのくらい必要なのか

というようなことを検討したことがありました。そういった中で、実は見直しに入って

いた関係もあって、１園分の職員ではなかなか難しい状況があったものですので、２園

ないと、この書かせていただいているサービスの拡充というのは、２園目までいかない

と難しいという状況になったところです。 

 ですので、おっしゃる形での検討の仕方というのもあるかとは思うんですけれども、

先ほども申し上げたとおり、公立、民間で上下関係という状況でもありませんので、や
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はり保育課も含めた全体の中で、一緒になって保育の質を上げていくというような方向

性として、今回方針案を出させていただいたという形となります。 

 私のほうからは以上です。 

○西岡市長   冒頭にも申し上げましたように、様々な方から多様な多くのご意見をいただいており

ます。市議会に提出されている陳情などについても、我々ももちろんよく承知しており

ます。そういう状況でありますから、まずは８回の説明会を開催し、私たちも説明を尽

くし、このような形での意見交換、対話の機会というのも積み重ねてまいります。 

 まずは、私たちの本意、考え方というものについて、ぜひ聞いていただく、そういう

機会を、これまでできてませんでしたから、そういう機会をつくらせていただいて、意

を尽くしてまいりたいと、努力してまいりたいと。今日、６回目ということであります

けれども、これからもしっかり臨ませていただきたいというふうに考えているところで

ございます。 

 以上です。 

○三浦保育課長 すみません、ちょっと私の司会進行もまずくて申し訳ありませんでした。少し予定を

過ぎてますが、最後に、これだけはという方、何かご質問ございますか。２巡目でも。 

 じゃあ、最後で、よろしいですか。 

○参加者    最後と言われてしまうと、ちょっと恐縮してしまうんですけど、今いただいたご意見

についての返答なんですけど、まず、巡回を増やすために、あたかも廃園をしなければ

いけないようなふうに私は聞こえたんですね。その人材が必要ですよ、それを集められ

ないので、じゃあ、廃園にして、その職員の方を充てましょうと。 

 これって理由としては、ちょっと矛盾、おかしくなってしまっていて、そもそも廃園

をして、人が行くから、その人員を活用しましょうだったら分かるんですけど、人員が

必要なので廃園しましょうという理由づけになってしまうので。今回、廃園をする理由

としても、理由としては、まずは矛盾していると思っています。ですので、説明に対し

て答えられてないというのを私は今、聞いてて思いましたということが１点と。 

 あと、市長もありがとうございます。 

 陳情書、要望書については受け取っていただいて、ですから、この説明会を開いてい

るということでしたら、いや、私たちはこの説明を聞いて、納得いかなかったら、じゃ

あ、どうなるんですかというお話になるんですね。そういうお話だったと思いますけど、

では、その先はどうなるんですかと。これについては、まずは、聞いていただいて、説
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明会を開いていただいたんなら、その後の話としても、やっぱり、じゃあ、説明して終

わりということはないと思いますし、説明いただいて、私たちが納得いかないという中

で、じゃあ、どう進めていくかというところはきちんと答えていただかないと、今日は

このまま帰れないと私は思いました。 

 説明会を開いてもらうことを陳情書、または要望書で言いたかったわけではなくて、

あくまでも撤回というところを出しておりますので、そこはちょっと答えとしては違う

のかなと思いました。どのようにお考えですか。 

○平岡保育政策担当課長 では、一つ目のほうは、私のほうでお答えさせていただいたので、すみませ

ん、おっしゃるとおり、ちょっと質問の趣旨と答えがずれてしまっていたところはあっ

たかなというふうに思っています。公立保育園の数の適正が幾つかというお話をいただ

いたので、それに対する考え方としてお伝えしたつもりでおりました。 

 廃園の、今回の段階的縮小の一番大きな理由は、当然、待機児童が減ってきてるとか、

さらなるサービス拡充をしたいとかというのもあるんですけれども、やはり一番のとこ

ろは、老朽化する施設、それから、今後の小金井市全体の市政運営、そういった部分を

考えたときに、子どもの安全を守るためにやむなく選択したものだというふうなお話を

最初にさせていただいていたと思いますので、そこから理由としてちょっとぶれていた

とすれば、大変申し訳なかったなというふうに思っております。 

 ただ、公立保育園を５園維持していくというのは、ここまで維持してきたわけですけ

れども、やはりそれでも難しいという状況になってるというようなご説明は、先ほど市

長からもさせていただいたとおりというふうに思っておりますので、そういった観点が

今回の理由としては一番になるかなというふうに思いますので、先ほどのお答えがもし

誤解があるとすれば、そのように訂正をさせていただきたいと思います。 

○西岡市長   １点目につきまして、今、担当からご答弁させていただいた内容でございます。１問

目のときに、私もお答えをさせていただきましたが、今般の方針案をまとめざるを得な

かった背景や課題、また、これから目指そうとしているところについては、重複します

ので、ご答弁は避けますが、そういったことでございます。 

 今日、撤回すべきだという、今日の説明会を終えてのご意見は受け止めさせていただ

きたいと思います。多様なご意見をいただいておりますので、まずは、６回、そして、

２回の市民説明会、合計８回開催し、先ほども申し上げましたように、そこで出された

意見というものは、我々は踏まえて、引き続き検討し、そして、１回やって、もうおし
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まい、あとは一切お会いしませんということは、私は考えておりませんので、引き続き

保護者や市民の皆様方にご理解をいただけるように、改めて臨ませていただきたいと、

このように考えているところでございます。 

 以上です。 

○三浦保育課長 皆様、よろしいですか。 

○参加者    だから、その先を聞きたいというか、その理解ができなかった場合、撤回を受け入れ

られるんですかというところを聞きたいんです、はっきりと。 

○西岡市長   現時点では、私どもとしては、この方針案について、理解が得られるように説明をし

っかり尽くしてまいりたいと。これからも説明を尽くしてまいりたいと思っています。

したがいまして、今日１回でおしまいということではもちろん考えてございませんし、

出されたご意見を持ち帰って、これまでにも６回の中で実に様々なご意見をいただきま

したから、そういったものを踏まえて、判断してまいりたいと思っております。 

 しかし、私、市長といたしましては、これだけの検討を重ねてきたという経過がござ

いまして、この方針案というものについて、まだまだ現時点ではもちろん案なんですけ

れども、説明をしっかり尽くし、修正できるところは修正しながら、多くの方々にご理

解をいただけるように、まずは努力をしてまいりたいと、そのことは申し上げたいと思

っています。 

○参加者    質問に答えていただきたいんですけど、なぜ署名を出したものが受け止めてもらいま

した、分かりましたで終わっちゃうのかというところを聞いているんですね。なぜ私た

ちの声が届かないのか、それはなぜ反映されないのかというところについて説明をして

いただきたいと思っています。 

 あと、もう一つ、平岡さんに関しましては、連携というところに関しては、そこに関

していうと、やっぱり５園必要なんじゃないですかというところを私は思っているんで

すね。５園なのか、４園か分かんないんですけど、２園ではとても足りないんじゃない

ですかというところは思ってますので、そこはきっちり議論していただきたいし、それ

をここに書くのであれば、それを今後連携をしていきたいというか、そういうことをし

ていきたいというのであれば、それはやはり５園じゃないか、２園じゃないかというと

ころはきちんと議論していただいて、その旨を説明していただきたいというふうに思っ

ています。変わらないですけど。 

○平岡保育政策担当課長 現時点において、今おっしゃっていただいたこと自体、私としても阻むもの
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では全然ないんですけれども、ただ、今回、この考え方については、どういう考え方か

というところでは、先ほどお答えさせていただいたとおりとなります。 

 その後の対応についてということでありますけれども、今ここで、そういう検討をす

る、しないというようなお話をさせていただくような部分では、私はないというふうに

思っております。先ほども市長からお伝えしていると思うんですが、この後、市民説明

会というのも用意させていただいています。当然、撤回の要望書、それからまた、陳情

も出ているのは、こちらとしても認識しているところではあるんですけれども、それに

対して、私たちとして、まず、不足しているのは、やはり説明であったり、今回、意見

交換という言葉が適切なのか、ご質問に対する回答という言葉が適切なのか分からない

んですが、こういう場がそもそもまだ行われていること自体が少ないというふうに思っ

ておりますので、今の時点で、私たちの考えに対して、こういうやり取りをさせていた

だいている回数というか、期間が短い中で、皆様からの思いを受けて、それに対してす

ぐイエス・ノーの答えを出すというようなものではないというふうに思っていますので、

それだけの方が反対されている、残してほしいというお気持ちがあるというのは、今、

私たちとしては思っておりますけれども、それに対して、私たちとしては、まだ内容を

ご説明したり、ご意見をこういった形で伺ったりと、させていただく段階だというふう

に思っていますので、今の時点で、その後どうするかというところまで、何か基準があ

って決めているようなものでもございませんので、今はまずは説明をさせていただいて、

ご意見を直接伺わせていただきたいと、今そういう時期だというふうにお答えをさせて

いただきたいと思います。 

○三浦保育課長 よろしいですか。 

○参加者    ご意見をいただいている時期であれば、それは議会にかけることは、今の段階ではな

い、その段階ではないというふうに聞こえましたけど、その認識でよろしいでしょうか。 

○西岡市長   現時点では、保護者の方や市民の方々とこのようなやり取りをしている渦中、段階に

あるというふうに考えております。 

○三浦保育課長 よろしいですか。 

 それでは、以上をもちまして質疑応答を終了させていただきます。 

 先ほどもご案内したところでございますが、本日の説明会につきましては、会議録を

作成いたしまして、個人の方が特定されない形で、市のホームページにて後ほど公開を

させていただく予定でございます。 
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 以上をもちまして本説明会終了させていただきます。本日はご多忙の中、ご参加をい

ただきまして、誠にありがとうございました。 

閉  会 


